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言語接触と言語混交の研究
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話者が2言語（方言を含む）の知識を持つとき、ど
のような表現がどのように生まれるのか。

理論言語学からの研究

Muysken, Pieter (2000) Bilingual Speech: A Typology
of Code-Mixing, Cambridge University Press



オランダ語への英語の動詞の取り込み
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(1)  a. ge-save-d     ‘saved (pp)’ (of computer files)   
b. interview-de  ‘interviewed (past sg)’
c.     crawl-t            ‘2sg/3sg crawl’ (swimming)      

(Muysken 2000: 192)



レシピデータは言語混交のデータ
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(2) a.  ［［チーズイン］ハンバーグ］
cheese in      hamburger

b.  ［ハンバーグ［インチーズ］］
hamburger     in    cheese

‘a hamburger stuffed with cheese’
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(3)  a. ［ベイクドチーズケーキ［in上海］］
baked cheese cake          in Shanghai

b. ［チョコパウンドケーキ［inバレンタイン］］
chocolate pound cake     in  Valentine  

逆転しない例



2パターンの後置修飾
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(4) a.  ［コロッケ［オントマトソース］］
croquette    on   tomato sauce

b. ［ポークソテー［オントマトソース］］
sautéed pork     on   tomato sauce



10



11

(5) a.  ［メカジキのソテー［オンラタトゥイユ］］
sautéed swordfish  on  ratatouille  

b. ［メカジキのソテー［オンマッシュルーム］］
sautéed swordfish  on   mashroom
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カップinさつまいもチップス



米粉のバナナパンケーキ in CUP 

お米100%のふわふわパンケ

ーキ生地をカップに入れてオ
〜ブンで焼くと更にふわふわ
に、また一度に焼きあがるの
で楽チンです。



椎茸カップ on Theチーズ



超簡単‼ピーマンカップ チーズON♪



日本語における英語の前置詞の生起
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創作料理のタイトルに生産的（productive）に、創
造的（creative）に使用される。

→ 固定表現、「誤用」ではない。

日本語の文法にのっとった表現

ヒトの言語能力を反映した言語活動



前置詞取り込みのストラテジー

(6)  a.  [[チーズイン]ハンバーグ]
b.  [[チーズ入り]ハンバーグ] （代入）

(7)  a.  [ハンバーグ[インチーズ]]
b.  [ハンバーグ[(の)チーズ入り]] （付加）
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・Akiko Nagano and Masaharu Shimada (2018)  “Affix borrowing and 
structural borrowing in Japanese word-formation,” SKASE Journal of 
Theoretical Linguistics 15(2), 60-84.

・長野明子（2018）「最新のレキシコンと形態論の進展」、西原哲雄編
『言語の構造と分析：統語論、音声学・音韻論、形態論』、開拓社：東京．

・長野明子・島田雅晴（2017）「言語接触と対照言語研究―「マイカー」とい
う「自分」表現について―)、廣瀬幸生他編『三層モデルでみえてくる言語の
機能としくみ』、開拓社：東京．
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著作



日本学術振興会 ひらめき★ときめきサイエンス
・公開講座
「ことばを美味しく研究しましょうーお料理サ
イトで言語学入門」、 2017年8月10日

・『まとめの資料集』（2017）
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社会貢献活動



今後の展開
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(9) 前置詞以外の他の機能語

the, let’s
（Wakamatsu（2018）”How Is the English Volitional Modal Let’s Borrowed

into Japanese,” paper read at the 36th conference of English Linguistic
Society of Japan.など）

(10) 和製英語の理論言語学研究

（長野・島田（2017））



レシピデータは食文化混交のデータ
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あんぱん
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のり巻きをキンパ風にアレンジ♪野
菜もお肉もとれるバランスのいい一
品！シャキシャキナムルにごま油の
風味がきいたごはんがよく合います
☆おもてなしにも◎

もやしナムルと豚肉のキンパ風のり巻き
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モッツァレラ･チーズを味付け海苔で
巻いた、簡単なタパスね。しかし、海
苔を巻くのが結構難しいんだけど。

モッツァレラ･チーズの海苔巻き
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・言語の混交
・食文化の混交

→ 「混ざる」ということについてのメタ理論
の構築

新たな研究の方向



ご清聴ありがとうございました。
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